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研究成果の概要 

本研究では、従来の CO2回収・水素化が抱える、O2による失活、多量の白金族元素の利用、高

温での運転、低い CO2 処理速度の全てを解決する革新的な触媒反応場の開発に取り組む。2024

年度は、低温・O2 共存下で機能する多元機能触媒の設計開発に向けて、低温 H2 活性化能を付

与するための触媒材料の探索を主に行った。CO2 吸蔵サイトとしてアルカリ金属あるいはアルカリ

土類金属塩を、吸蔵CO2水素化サイトとしてレドックス活性の低い非白金族元素を共担持した触媒

を合成した。これら合成した触媒を用いて CO2吸蔵水素化を行い、CH4/CO生成量とそれらの値か

ら求めたCO2変換能、触媒活性の指標として生成CH4/CO最大濃度を各種触媒で比較した。種々

の元素の組み合わせを検討することで、CH4およびCO合成それぞれに有効な触媒材料の候補を

見いだすことができた。また、共担持する担体についても、複数の金属酸化物系材料を検討した

結果、触媒性能に大きく影響を与える結果が得られた。これら CO2 吸蔵能を有する元素、水素化

能を担う元素、担体の 3つの構成要素による協奏的な触媒作用が発現していることが示唆された。

さらに、見出した候補材料の一つに対して白金族元素を添加することで低温域での触媒性能が向

上し、多元機能触媒の設計方針を立てることができた。従来の白金族元素を多量に使った触媒で

は共存 O2 によって触媒性能が大幅に低下したのに対して、上記の多元機能触媒では共存 O2 に

よる失活が抑制された。多元化により白金族元素の使用量削減のみならず、O2 耐性の向上も見込

めることがわかった。 
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